
平成２７年６月１６日 

関係各位 

件名：イカ釣り漁況情報【平成 27年６月（1～16 日まで）】 

直近の各イカ釣り漁船（19t 又は 9t 船）より頂いている操業記録を以下のとおりとりまとめましたのでご

報告します 
 
【スルメイカ】 
６月の初めは対馬沖、山陰沖で 20～30 入り主体に 50 箱程度の水揚げがあったようですが、次第に低調と

なってきています。スルメイカの北上は進んでおり、現在は新潟沖で 25～30 入主体に 150 箱程度の水揚げが

あるようです。 
（操業記録） 
【山陰沖】

20入 25入 30入 35入 40入 45入 50入 バラ
6月2日 1 13 13.0 38 46 15 0 0 0 0 0
6月4日 1 22 22.0 0 59 9 0 5 0 0 27
6月5日 1 45 45.0 18 47 18 0 0 0 0 18
6月7日 1 34 34.0 12 21 6 0 0 0 0 62
6月8日 1 58 58.0 5 17 9 0 0 0 0 69

調査日 出漁隻数 合計箱数
CPUE

（箱数/隻）
箱数の割合（％）

 
【対馬沖】

20入 25入 30入 35入 40入 45入 50入 バラ
6月2日 3 201 67.0 23 34 33 0 6 0 0 4
6月6日 1 20 20.0 45 30 15 0 10 0 0 0
6月7日 2 13 6.5 31 38 31 0 0 0 0 0
6月9日 2 74 37.0 54 31 9 0 0 0 0 5
6月10日 1 10 10.0 50 50 0 0 0 0 0 0

調査日 出漁隻数 合計箱数
CPUE

（箱数/隻）
箱数の割合（％）

 
【佐渡沖】

20入 25入 30入 35入 40入 45入 50入 バラ
6月5日 1 150 150.0 0 47 45 0 7 0 0 1
6月8日 2 243 121.5 3 47 40 0 5 0 0 5
6月10日 1 181 181.0 3 47 34 0 5 0 0 11
6月15日 1 157 157.0 2 45 38 0 13 0 0 2

調査日 出漁隻数 合計箱数
CPUE

（箱数/隻）
箱数の割合（％）

 
【シロイカ】 
山陰沖では６月に入り次第にシロイカの漁獲が上向いてきているようです。６月８日には隠岐海峡水深

70m 付近で 4 立～5 立サイズ主体に 18 箱の漁獲がありました。日本海側の各県（島根、山口、福岡）でも５

月の漁獲量は近年の不漁傾向が続くものの平年並か平年を上回る漁獲となっているため、今後の本県沿岸への

シロイカの来遊が期待されます 
（操業記録） 

【山陰沖】

2立 2.5立 3立 3.5立 4立 5立 6立 入合
6月2日 1 3 3.0 33 33 33
6月5日 1 1 1.0 100
6月7日 1 5 5.0 40
6月8日 1 18 18.0 11 11 0 22 56

調査日 出漁隻数 合計箱数
CPUE

（箱数/隻）
箱数の割合（％）

 
【対馬沖】

20入 25入 30入 35入 40入 45入 50入 バラ
6月2日 3 108 36.0 10 22 26 36 5 1
6月6日 1 10 10.0 20 50 30
6月7日 2 69 34.5 19 13 6 41 22
6月9日 2 127 63.5 12 17 31 33 7
6月10日 1 40 40.0 13 25 38 25

調査日 出漁隻数 合計箱数
箱数の割合（％）CPUE

（箱数/隻）

 



 
（スルメイカ漁場位置図） 

                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                
 

※●の大きさはスルメイカの漁獲箱数に比例 
 
 
イカ釣り漁況情報については水産試験場ホームページに随時更新しますので、出漁する際の参考として 

ご活用してください。（URL：http://www.pref.tottori.lg.jp/247685.htm） 
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